第30回「センサ・マイクロマシンと応用システム」シンポジウム
講演論文原稿提出依頼と作成手引き
1．原稿の提出
「センサ・マイクロマシンと応用システム」シンポジウムに採用された論文の著者には，講演論文原稿を提出いただきます。講演論文は本シンポジウムの論文集（ダウンロード形式）に掲載し，シンポジウム開催1週間前（2013年10月29日）から公開します。また，講演論文は部門大会資料としてIEEJ Digital Libraryにも登録されます。
2．原稿の提出期限

2013年9月13日（金）
期限は厳守してください。講演論文が提出されない場合，講演は取り下げと見なします。
3．講演論文原稿の形式
・用紙サイズ
A4
・ページ数
4ページから6ページ
・使用言語
日本語あるいは英語
・原稿書式
Microsoft WordおよびLaTeXのフォーマットが本シンポジウムホームページ

（http://www.sensorsymposium.org/）にありますので，ご利用ください。

図表にはカラーを使用可です。
・ファイル形式
PDF形式

（サイズ約2MB以内，セキュリティ保護無し，フォント全て埋め込み）
・付随情報
日本語要旨（200字以内），英語要旨（50 word程度）
4. 著作権について

1）本シンポジウム講演論文の著作権は，基本的には主催する電気学会に譲渡いただきます。著作権譲渡に関する詳細は，講演論文受付ページに記載されておりますのでご参照ください。
2）著者が希望する場合，本シンポジウム講演論文の著作権を電子情報通信学会，日本材料学会のいずれかに譲渡することもできます。各学会の著作権譲渡に関する詳細は，講演論文受付ページに記載されておりますのでご参照ください。ただし，電気学会以外に著作権譲渡された場合は，IEEJ Digital Libraryへは不掲載，かつ電気学会論文誌Ｅへの同時投稿（後述）は不可能になりますのでご注意ください。
5. 提出手順
1）本シンポジウムホームページ（http://www.sensorsymposium.org/）の発表申込ページから，講演論文受付ページに入ります。
2）概要投稿時のIDとパスワードを使い，ログインしてください。IDとパスワードがわからなくなった場合は事務局までお問い合わせください。
3）概要投稿時に登録した情報に修正があれば，修正が可能です。さらに，日本語要旨，英語要旨を入力してください。
4）著作権譲渡先を選択して，著作権譲渡にご同意をお願いします。また電気学会論文誌Ｅへの同時投稿（後述）に関して予定の有無を選択してください。

5）PDF原稿を送信してください。

6）送信が無事完了すると受領確認メールが送信されます。締切までは，原稿および情報の修正が可能です。
6．問い合わせ先

原稿作成，提出手順等についてご不明の点は事務局までお問い合わせください。

第30回「センサ・マイクロマシンと応用システム」シンポジウム事務局

株式会社セミコンダクタポータル


sensorsympo_2013@semiconportal.com

Tel: 03-3560-3565 (2013年8月19日以降　Tel: 03-5733-4971)
以上
English version:
How to prepare and submit your manuscript for the 30th sensor symposium
1. Manuscript submission
The author who was accepted presentation in the 30th sensor symposium should submit a paper to the technical digest. Your paper will be published on Oct. 29, 2013 (one week before the symposium) as downloadable data, and registered in the IEEJ digital library. 

2. Submission deadline

Sep. 13, 2013 (Fri)
Submit your manuscript before the deadline. If you do not submit, your presentation will be canceled.
3. Paper format
- Size
A4
- Pages
4 to 6

- Language
English or Japanese
- Template
You can download templates for Microsoft Word and LaTeX from the symposium site:

(http://www.sensorsymposium.org/).


Color figures are acceptable.

- Submission format
PDF

(Size within approx. 2MB, without security protection, with fonts embedded)
- Additional info.
Abstract text (approx. 50 words)
4. Copyright
1) Copyright of your paper is transferred to The Institute of Electrical Engineers of Japan (IEEJ). You can read the assignment for the copyright transfer on the manuscript submission site.
2) You can transfer your copyright to either of The Institute of Electronics, Information and Communication Engineers (IEICE), or The Society of Materials Science, Japan (JSMS), instead of IEEJ. You can read the assignment for the copyright transfer on the manuscript submission site. Note that your paper is not registered to IEEJ digital library and unable to submit IEEJ transactions, if you transferred copyright to the institute except for IEEJ.
5. Submission procedures
1) Go to the paper submission site from the symposium site (http://www.sensorsymposium.org/).
2) Login with ID and password that were obtained at the abstract submission. If you lost your ID, ask to the symposium office.

3) You can revise your presentation information. Input your abstract text (50 words).

4) Choose the institute to which you transfer copyright and confirm your agreement. Choose your plan for the submission to IEEJ Transactions (next page).

5) Send your pdf manuscript.

6) You will receive a confirmation e-mail. You can revise your manuscript and information before the deadline. 

6. Contact

The 30th Sensor Symposium

C/o Semiconductor Portal Inc.

sensorsympo_2013@semiconportal.com

Tel: 03-3560-3565 (new telephone after August 19, 2013: Tel: 81-3-5733-4971)
第30回「センサ・マイクロマシンと応用システム」シンポジウムに論文を提出される皆様へ

電気学会論文誌Ｅへの同時投稿のご案内

‐本年も，掲載料の割引を行います‐
電気学会Ｅ部門編修委員会　委員長

前中　一介
　平素は「センサ・マイクロマシンと応用システム」シンポジウムおよび電気学会論文誌Ｅ（センサ・マイクロマシン部門誌）に格別のご高配を賜り，厚くお礼申し上げます。

電気学会論文誌Ｅでは，第30回センサシンポジウムにご投稿の講演論文を，同時に論文誌Ｅに投稿いただく「同時投稿」を歓迎いたします。本「同時投稿」制度では，シンポジウム講演論文と同一の内容のご投稿いただいても「二重投稿」「著作権上の問題」には当たりません* ので，皆様の研究成果をシンポジウムを超えて，より広く発信いただくためにご利用いただけます。

* 電気学会論文誌投稿手引 [1] 投稿規則 2.1 (6) による

2013年9月27日（金）までに論文誌Ｅに「同時投稿」いただけた場合，掲載料を50％（ただし上限2万円）割引きますので，費用もお得です。
なお，電気学会論文誌への投稿に際しては，以下の点についてご留意をお願いいたします。

・センサシンポジウム講演論文と電気学会論文誌では，原稿フォーマットは類似しているものの若干の差異がございます。著者紹介の追加等が必要になります。フォーマットは著者の責任で変更をお願いいたします。詳しくは電気学会ホームページから「論文投稿」のページをご覧いただき，投稿手引およびテンプレートをご確認ください。

・投稿は，電気学会ホームページの「論文投稿」ページから「電子投稿・査読システム」を使って行います。同システムの投稿画面下方にある特集テーマリストにおいて“『第30回センサ・マイクロマシンと応用システムシンポジウム』同時投稿論文”を必ず選択してください。（未選択の場合は割引特典を受けられない場合があります）

・論文の掲載のためには，一般投稿論文と同様の査読を行います。掲載可の判定となった論文から，順次論文誌に掲載を行います。

・電気学会以外の学協会に対し著作権を譲渡した講演論文は，本「同時投稿」制度を使った投稿はできません。

・非会員の方の投稿も可能です。しかし，この機会に電気学会への入会をご検討いただければ幸いです。電気学会ホームページではオンラインで入会申込が可能です。入会されると掲載料に会員価格が適用されるとともに，毎月発行される会誌と論文誌が購読でき，バックナンバーも購読可能になります。学生の方は，センサシンポ参加登録と同時に電気学会に入会いただくと，1年間の電気学会会費が無料になるキャンペーンを行っています。
・電気学会ホームページはこちらです。（http://www.iee.or.jp/）
連絡先：

ご不明な点がございましたら，下記までメールにて気軽にお尋ねください。皆様の論文誌Ｅへの投稿を心よりお待ちしております。

Ｅ部門論文委員会主査　安部　隆（新潟大学）　memsabe@eng.niigata-u.ac.jp
Short translation:

You can submit your manuscript for this symposium to the special issue of IEEJ Transactions on Sensors and Micromachines. The same content is accepted if you transferred copyright of your symposium paper to IEEJ. The publication fee is discounted by 50% (maximum 20,000 Yen) if you submitted before Sep. 27, 2013 (Fri.) for this special issue. Another review will be performed for publication as a regular paper.

Contact: Editor in chief, Takashi Abe (memsabe@eng.niigata-u.ac.jp).
